
水
分
野
な
ど
行
動
計
画
を
策
定

国

土

交
通
省
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
海
外
展
開

感
染
症
後
の
未
来
と
希
望
を
考
え
る

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現

国
土
交
通
省
は
七
月
七

日
、
新
た
に
「
国
土
交
通
省

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
海
外
展

開
行
動
計
画
２
０
２
０
」
を

策
定
し
た
。
水
分
野
な
ど
で

今
後
取
り
組
む
べ
き
施
策
や

注
視
す
べ
き
主
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
盛
り
込
ん
だ
。

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海

外
展
開
は
成
長
戦
略
の
重
要

な
柱
で
あ
り
、
政
府
全
体
と

し
て
ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
と
く
に
二
〇
一
五

年
に
発
足
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
は

総
人
口
約
六
億
人
・
Ｇ
Ｄ
Ｐ

約
二
兆
ド
ル
の
巨
大
市
場
を

生
み
出
し
、
翌
年
締
結
さ
れ

た
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
に
よ

っ
て
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
ブ
ル
ネ
イ
の
政
府
調
達

に
国
際
競
争
入
札
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
。
イ
ン
フ
ラ
市
場

の
獲
得
に
向
け
た
受
注
競
争

は
激
化
し
て
お
り
、
成
果
に

結
び
つ
く
戦
略
的
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
行
動
計
画
は
個
別

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
百
三
十
四
件

を
分
析
し
て
重
点
課
題
を
抽

出
し
、
新
た
な
方
向
性
を
打

ち
出
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る

世
界
的
な
価
値
観
の
変
容
も

見
据
え
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
分
野
別
で
は
鉄
道
、
港

湾
、
空
港
、
都
市
開
発
・
不

動
産
開
発
、
水
、
防
災
、
道

路
、
建
設
産
業
、
海
事
の
市

場
動
向
や
強
み
・
弱
み
な
ど

を
整
理
し
た
。

水
分
野
に
つ
い
て
は
水
資

源
機
構
や
日
本
下
水
道
事
業

団
の
公
的
信
用
力
・
専
門
的

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
相
手
国
政
府
に
具
体
的
な

提
案
を
行
う
。
ま
た
ベ
ト
ナ

ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
が
参
加
す

る
ア
ジ
ア
汚
水
管
理
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ａ
Ｗ
ａ
Ｐ
）

を
主
体
と
し
て
下
水
道
整
備

や
下
水
道
と
浄
化
槽
の
適
正

配
備
、
統
合
的
水
資
源
管
理

な
ど
に
関
す
る
新
た
な
ニ
ー

ズ
を
発
掘
し
、
関
係
省
庁
や

企
業
と
連
携
し
て
幅
広
い
領

域
に
ま
た
が
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
提
案
を

促
進
し
て
い
く
。

環
境
省
は
七
月
三
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
生
態
系
破
壊
や
都
市
集
中
型
社
会
・
グ

ロ
ー
バ
ル
化
社
会
の
脆
弱
さ
を
踏
ま
え
、
新
た
に
「
コ
ロ
ナ
後
の
日
本
の
未
来
と
希
望
を
考
え
る
会
〜
気
候
危
機

を
乗
り
越
え
、
新
し
い
自
然
共
生
を
目
指
す
」
（
五
箇
勉
強
会
）
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
た
。
小
泉
進
次
郎
環
境
相
を

は
じ
め
多
様
な
分
野
の
有
識
者
ら
が
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。
将
来
の
世
代
に

わ
た
っ
て
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
持
続
す
る
強
靭
な
新
し
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

こ
れ
ま
で
日
本
は
地
震
や

台
風
な
ど
多
く
の
自
然
災
害

に
脅
か
さ
れ
、
緊
急
事
態
宣

言
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
今
回

以
上
の
重
大
な
局
面
を
今
後

経
験
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

感
染
症
に
よ
る
災
厄
は
人
々

の
心
に
大
き
な
不
安
の
爪
痕

を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
勉
強
会
で
は
い
か
な
る
重

大
局
面
に
も
負
け
な
い
持
続

可
能
で
強
靭
な
社
会
を

創
り
上
げ
る
希
望
の
烽

火
と
は
何
か
を
議
論

し
、
新
し
い
光
明
を
見

出
し
て
い
く
。

当
日
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

は
五
箇
公
一
国
立
環
境

研
究
所
室
長
が
進
行
役

を
務
め
、
小
泉
環
境
相

ら
環
境
省
幹
部
、
石
井

菜
穂
子
地
球
環
境
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
落
合
陽

一
筑
波
大
学
准
教
授
、
千
葉

知
世
大
阪
府
立
大
学
准
教

授
、
二
宮
雅
也
経
団
連
自
然

保
護
協
議
会
会
長
、
細
谷
雄

一
慶
應
義
塾
大
学
教
授
、
キ

ャ
シ
ー
松
井
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン

サ
ッ
ク
ス
証
券
㈱
副
会
長
、

山
極
寿
一
京
都
大
学
総
長
ら

が
参
加
。
開
会
に
あ
た
っ
て

五
箇
室
長
が
「
こ
れ
だ
け
の

錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
一
堂

に
会
す
こ
と
が
で
き
た
の
は

奇
跡
的
だ
。
感
染
拡
大
で
世

界
は
混
沌
と
し
て
い
る
が
、

同
時
に
世
界
の
あ
り
方
を
変

え
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な

る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
」

と
述
べ
、
絶
大
な
協
力
を
要

請
し
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
小

泉
環
境
相
は
「
本
日
ご
参
加

の
皆
さ
ま
の
顔
ぶ
れ
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
生

物
多
様
性
を
ベ
ー
ス
に
環
境

問
題
と
し
て
感
染
症
を
捉
え

る
議
論
は
あ
ま
り
広
が
っ
て

お
ら
ず
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見

は
そ
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

と
確
信
し
て
い
る
。
環
境
へ

の
取
り
組
み
が
一
部
の
環
境

マ
ニ
ア
の
中
だ
け
で
閉
じ
て

い
て
は
経
済
社
会
を
大
き
く

変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

新
し
い
社
会
づ
く
り
に
は
多

様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
不
可
欠

で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

や
視
点
か
ら
の
自
由
か
つ
率

直
な
考
察
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
強
調
。
そ
の
う
え
で

「
新
し
い
社
会
は
脱
炭
素
社

会
・
循
環
経
済
社
会
・
分
散

型
社
会
へ
の
三
つ
の
移
行
が

鍵
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
で
強
靭
で
持
続

可
能
な
新
し
い
社
会
を
実
現

で
き
る
は
ず
だ
」
と
述
べ
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
呼
び

か
け
た
。

九
州
地
方
を
中
心

と
し
た
七
月
豪
雨
に

よ
り
無
念
に
も
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
甚
大
な

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
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日
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